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○ 目的

北海道ブロック自治体の災害廃棄物対応の実効性向上

令和２年度の北海道ブロックの
災害廃棄物対応の検討について

項目 内容

(1)災害廃棄物処理
計画策定支援事業

勉強会1回＋ワークショップ3回
対象：5振興局管内自治体

(2)人材育成事業 ブロック協議会構成員向け研修
対象：協議会構成員,随行者等
振興局職員向け研修

(3)協議会が目指す
5年後のビジョン

協議会が目指す5年後までの
ロードマップ案の作成

(4)胆振東部地震の
災害廃棄物対応に
関する記録誌の作成

記録誌取りまとめ

○ 実施内容・検討内容

資料1

北海道ブロック
協議会の開催

各構成員との情報
共有・意見交換

回数：2回
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(1)災害廃棄物処理計画策定支援事業

内 容

項目 勉強会 1回 ワークショップ 3回

時間 概ね2時間以上 概ね3時間以上

対象
自治体担当者
対象振興局：空知、渡島、上川、十勝、根室

形式 対面（座学） 対面＋Web（グループ討議）

【目的】災害廃棄物処理計画策定率向上
【対象】5振興局管内の自治体
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(2)人材育成事業

項目 ブロック協議会構成員 道(振興局)職員

日時
内容

令和2年11月12日(木)
13:00～16:00
・座学
｢災害発生時における災害廃棄
物の処理について｣
北海道大学東條先生
・ワークショップ（仮置場設置）

令和3年3月10日(水)(予定)

10:00～12:00
・勉強会

13:00～16:00
・ワークショップ

令和3年2月24日(水)
13:00～16:00
・座学
｢災害廃棄物処理の概要｣
応用地質株式会社
・ワークショップ（仮置場設置）

対象 協議会構成員、随行者等 北海道各(総合)振興局職員

※計画策定支援事業における勉強会・WSについても
人材育成としての目的ももっている。
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(3)協議会が目指す5年後のビジョンについて
北海道ブロックにおける計画策定状況、人材育成、相互連携、適切な協議会構成

員とその役割などについて、現状を分析の上、平時の備えや発災時の対応強化の観
点からの協議会が目指すべき５年後までのロードマップ案を作成する。
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(4)胆振東部地震の災害廃棄物対応に関する記録誌の作成

はじめに
第1章 胆振東部地震による被害の概要
第2章 初動対応
1 組織体制
2 仮置場の設置
3 災害廃棄物発生量の推計
4 し尿、避難所ごみ、生活ごみ対応
第3章 災害廃棄物の処理
1 処理のスケジュール
2 処理フロー
3 仮置場の運営・管理
4 収集・運搬
5 損壊家屋等の解体・撤去
6 処理・処分
7 災害廃棄物処理の進捗状況
8 腐敗性廃棄物への対応
第4章 道内全域停電によって生じた施設管理への対応
第5章 処理事業費等
第6章 今後の災害廃棄物処理の対応に向けた改善点

資料集（データ）


